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『『満州国演義j に見る中国大陸J

船戸与一 f愛知大学東亜同文書院フV クレット⑤

『満州国演義j に見る中国大陸j

（愛知大学東亜同文書院大学記念セン

ター編、（株）あるむ発行、 2008 年）

2007年、霞山会ならびに愛知大学東京事務所は、

新しく建設された霞が関コモンゲート西館に移転

しました。それを記念して愛知大学東亜同文書院

大学記念センターは、 2007 年の資料展示会を 10

月 27 日（土）から 29 日（月）の 3 日間の日程で、

霞山会で開催しました。あわせて講演会も開催し

ましたが、このブックレットは 10 月 27 日に行わ

れた作家・船戸与一氏による講演の内容を活字化

したものです。

船戸与一氏はこれまでに多くの本を出版されて

いますが、特に、現代史に関する内容に焦点を合

わせた作品を多く発表されています。船戸氏は現

在『満州国演義j というシリーズ小説を出版中で

すが、「資料との格闘という初めての体験J を通

じて執筆中の、歴史を題材にした小説です。ブッ

クレットでは、『満州国演義j の執筆に際して、

禁問努さ学記念センター武井義和

満州国を考える基軸として氏が設定した［大アジ

ア主義J を取り上げ、読み込んだ資料を基に、日

本における大アジア主義の誕生に始まり、大アジ

ア主義をめぐる日中両国の様々な考え方や、日本

の大アジア主義の虚構性などについて、日本近代

史や中国近代史、近代田中関係史の流れの中に位

置付けて述べています。特に、大アジア主義の思

想を有していた中国の孫文が唱えた「五族共和」

（五族とは漢、満、蒙、回、蔵の 5 つの民族）が、

日本による満州国建国の際に、その言葉をもとに

「五族協和J が唱えられたという部分は、複雑に

絡み合う日中関係を浮き彫りにしています。

また、質疑応答の部分では質問者の質問に対し

て詳しく回答されており、船戸氏が満州国につい

てかなり勉強された様子が垣間見えます。

このテーマは多くの研究者が思想史や歴史の分

野で扱ってきましたが、船戸氏が様々な角度から

述べているこのブックレットは、「作家の視点か

らみた大アジア主義J として、氏の小説の一環と

して読むことができるかと思います。
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